
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
住
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
、
市
が
行
う
こ
と
は

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
例
え
ば
、

・
道
路
や
公
園
、
下
水
道
な
ど
の

都
市
基
盤
の
整
備

・
ご
み
収
集
や
土
地
利
用
の
ル
ー

ル
を
定
め
る

・
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
適
切

に
行
動
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
現
総
合
計
画
で
は
、「
都
市
基

盤
を
整
え
、
快
適
で
魅
力
的
な
ま

ち
に
な
る
」
を
目
標
に
掲
げ
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
の
整
備

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
Ｊ
Ｒ
福

間
駅
の
建
て
替
え
に
Ｊ
Ｒ
九
州
と

共
同
で
取
り
組
み
、
平
成
22
年
２

月
に
新
駅
舎
の
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
新
駅
舎
の
東
西
を
結
ぶ
自

由
通
路
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
み

や
じ
口（
西
口
）と
さ
い
ご
う
口（
東

口
）の
両
方
か
ら
改
札
口
へ
の
出
入

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
福
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

　
福
間
駅
東
地
区
は
区
画
整
理
に

よ
り
、
都
市
基
盤
の
整
っ
た
良
好

な
市
街
地
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
商
業
施
設
や
病
院

な
ど
の
立
地
が
進
み
、
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
急

速
に
人
口
が
増
加
し
て
い
て
、
平

成
27
年
度
末
の
区
域
内
人
口
は
約

４
０
０
０
人
に
達
し
ま
し
た
。

○
下
水
道
普
及
率
は
上
昇

　
市
の
平
成
18
年
度
の
公
共
下
水

道
普
及
率
は
23
・
8
％
で
し
た
。

し
た
。３
年
ご
と
に
利
用
状
況
を
把

握
し
て
、経
路
や
時
刻
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
橋
や
道
路
な
ど
の
老
朽
化

　
橋
や
道
路
な
ど
の
市
の
施
設
は
、

多
く
が
作
ら
れ
て
か
ら
長
い
年
月

が
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
と
補
修
を

計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
期
に
行
っ
た
「
総
合
計
画

に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」
で
は
、

下
水
道
の
整
備
に
対
し
て
半
数
近

い
人
が
不
満
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
以
降
整
備
を
進
め
た
結
果
、

平
成
27
年
度
に
下
水
道
普
及
率
は

96
・
9
％
に
達
し
ま
し
た
。

○
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
運
行
開
始

　
平
成
19
年
の
西
鉄
宮
地
岳
線
の

一
部
廃
線
な
ど
を
背
景
に
、
地
域

の
交
通
手
段
確
保
の
た
め
、
ふ
く

つ
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

○
防
災
体
制
の
強
化

　
福
岡
西
方
沖
地
震
や
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
災
害
を
受
け
、
防
災

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
11
月
に
全
市
一
斉
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
災
害
の

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
防
災
訓
練
を
積
み
重
ね

る
と
と
も
に
、
身
近
な
危
険
箇
所

を
把
握
し
、
避
難
手
順
の
確
認
を

行
う
な
ど
、
市
全
体
で
災
害
時
対

応
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
「
福
津
市
を
快
適
で
魅
力
あ

る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施

策
」
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
す
。「
歩
け
る
範
囲
に
必
要
な

施
設
を
集
約
」
な
ど
、
身
近
な
場

所
の
利
便
性
の
向
上
を
望
む
人
が

多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
生
活
環
境
」
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
御
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
御
意
見
は
、

今
後
の
計
画
作
り
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。
御
意
見
は
下
の
は
が
き

に
記
入
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
庁
内
の
分
野
別
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院

の
石
原
教
授
と
計
画
策
定
に
関
し

て
随
時
協
議
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

昨
年
中
に
各
郷
づ
く
り
地
域
か
ら

い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

取
り
ま
と
め
、
地
域
ご
と
の
課
題

を
洗
い
出
す
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
取
り
ま
と
め
た
結
果
な
ど
は
、

１
月
頃
に
各
郷
づ
く
り
地
域
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
行
政
経
営
企
画

課
　
☎
４
３
・
８
１
２
１

み
ん
な
で
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
を
か
け
て
、
次
期
総
合
計

画
の
策
定
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
分
野
ご
と
に
意
見
を
広
く
募
集
し

ま
す
。
第
５
回
目
の
今
月
は
「
生
活
環
境
」
で
す
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

住
み
や
す
い
ま
ち
の

環
境
づ
く
り

現
総
合
計
画
で
の

取
り
組
み

さ
ら
に
快
適
で

魅
力
あ
る
ま
ち
へ

御
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

計
画
策
定
の

経
過
報
告

市
の
現
状
と

課
題 Vol.5

生活環境

生
活
環
境
に

関
す
る
御
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

点線に沿って切り
取り、2 月 15 日
（水）までに投函
してください。
切手は不要です。

広報ふくつ 14

郵
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平
成
29
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30
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要
）
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）

行
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津
市
中
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丁
目
1
番
1
号

福
津
市
役
所

行
政
経
営
企
画
課 ▲ふくつミニバスは市内を5つのルートで運行

▲自由通路が開通したJR福間駅

▲一斉防災訓練と同日、市の対策本部設置訓練も実施

広域幹線道路の整備
身近な生活道路の整備
市の中心となる拠点の整備
歩ける範囲に必要な施設を集積

住宅地を増やす
商業施設の充実

工場など企業の誘致
農地の保全

公園・広場の整備
河川や海浜の景観、親水整備
まち並み景観の向上

観光整備や歴史遺産の保護
上下水道の整備

その他
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福津市を快適で魅力あるまちにするために必要な施策（平成28年1月実施）


